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　2018年の年頭にあたり謹んでお祝い申し上げます。
　日本経済は緩やかながら息の長い景気回復が続い
ています。昨年 11 月には現在の景気回復の長さが
高度経済成長期の「いざなぎ景気」を超え、戦後 2
番目となったようです。雇用はほぼ完全雇用状態と
いわれていますが、依然として本格的なデフレ脱却
宣言には至っておらず、可処分所得の伸びが鈍いこ
ともあって生活者にはなかなか景気回復の実感がわ
かない状況です。
　景気回復により雇用が改善する一方、少子高齢化
による人口減少を背景に、産業界では人手不足がい
よいよ深刻化しています。この対応として、AI（人
工知能）、IoT、ロボットあるいはフィンテックなど
の最新の情報技術（IT）も活用して、一層の効率化
に加えて、新たなサービスや付加価値の提供などに
よる生産性向上の必要性が叫ばれています。
　流通業界でも人手不足への対応として、省力化や
自動化の取組の動きが活発化しています。従来のバ
ーコードはもちろん、RFID（電子タグ）も物流・
ロジスティクス分野だけでなく店舗における商品管
理や販売管理に拡がりつつあります。
　例えばアパレル商品では、RFID を入出庫業務や
在庫管理業務のほか、精算業務や一部ではセルフレ
ジによる自動精算への利用も始まっています。こう
した動き以外にも、店舗運営の自動化や無人化など
を目標に、現在、国内外で様々な取組や実験が進め
られています。さらに RFID などで収集された一つ
ひとつの商品やモノの詳細な動き（データ）を共有
することにより、トレーサビリティやマーケティン
グなどへの応用も期待されています。当センター
は、こうした動きや取組の支援をさらに進めて参り
ます。
　一方、私達の日常生活では、情報の収集、発信、
あるいは商品購入などの様々な場面を通じて、ます

ますネットが身近になっています。これにより近
年、顧客が商品の選択や購入を判断する段階－マー
ケティングの世界で「真実の瞬間」と呼ばれる－が、
早まってきたといわれています。従来、真実の瞬間
は、最初は顧客が店頭で商品に触れる段階であり、
次に購入後に実際に商品を使用する段階でした。こ
れが今日では店頭で実際に商品に触れる前に、まず
ネットで商品（の情報）をチェックしたり調べたり
する段階が起点となってきています。
　こうした社会のネット化、デジタル化による消費
者行動の変化を受け、現在 GS1 では商品情報の提
供、利用などを可能とする情報サービスの構築を進
めています。すなわち、GS1 各国の商品メーカー

（ブランドオーナー）により登録された基本的な商
品情報を GS1 としてクラウド上に一元化し、世界
中で利用できる商品データベース（＝ GS1 クラウ
ド）の実現を目指しています。当センターも GS1
の一員としてこの対応を進めて参ります。
　この他にもネット化対応として、当センターは多
言語商品情報提供サービス（Mulpi）の実運用化も
進めています。これは製配販連携協議会を中心に、
関係各業界商品データベースとの連携のもと検討と
実験が行われてきた仕組みです。店頭で、スマホの
専用アプリで商品のバーコードをスキャンすること
により、ブランドオーナーが自ら発信した正確で信
頼性の高い商品情報を多言語で提供するものです。
近年、訪日外国人数はほぼ一貫して伸びており、ま
た 2020 年の東京オリンピック・パラリンピック大
会に向けて増加が見込まれることから、本サービス
を通じて店頭で実際に多様な商品に触れてもらうこ
とにより、購入拡大が進むことが期待されます。
　以上の取組をはじめとして、本年も役職員一同、
皆様のお役に立てるよう努力して参りますので、ご
支援ご協力のほどどうぞ宜しくお願い申し上げます。

　
年頭のご挨拶

一般財団法人 流通システム開発センター

会　長　林　　洋　和
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　当センターのソリューションプロバ
イダーなどを中心とした会員制度で
ある、「GS1 Japan パートナー会員制
度」は、2015 年 4 月の活動開始以来、
年 4 回の定例セミナーや特別セミナ
ーなど、定常的に活動を行っており、
ユーザの導入事例や革新的なシステ
ムの紹介、軽減税率とそれにともな
う補助金の最新情報など、多岐にわ
たる情報を会員に提供している。
　去る 11 月 29 日に活動の一環と
して『広島日酸株式会社　見学会』
を開催した。これは一般社団法人　
日本産業・医療ガス協会様のご協力
のもと実現したものである。普段は
見ることが難しい、実際の運用現場
や業界特有の事情に触れることがで
きる貴重な機会となった。
　見学会は広島市の大陽日酸株式会
社江波事業所構内の広島日酸株式会
社にて行われ、柴田工場長より会社
概要や RFID を利用したガス容器個
体管理の運用や今後の展望につい
て、ご説明をいただいた。また、一

般社団法人日本産業・医療ガス協会
の保坂常務執行役員より、産業・医
療ガスの容器個体管理に関する業界
の実情についてご説明いただいた。

見学内容

　産業・医療ガス業界では、容器に
電子タグ（RFID）を張り付けて所
在を管理している。RFID には GS1
標準である EPC がエンコードされ

ており、ユニークに管理できるよう
になっている。
　今回の見学会では工場内における
個体管理の現場を見学し、実際の作
業員の方に日々の運用や導入効果、
課題となっている部分をお伺いした。
　現場の見学後は参加者からの質疑
応答の時間が設けられ、積極的に意
見の交換がなされた。

（GS1Japanパートナー会員制度 事務局）

電子タグによる個体管理の現場を見学
－GS1 Japan パートナー会員制度　2017 年度見学会－

作業員の説明を受ける参加者

RFIDによる管理がされている高圧ガス容器

商　号 大陽日酸株式会社

本社所在地 東京都品川区小山 1-3-26

創　業 1910 年 10 月

設　立 1918 年  7 月

代表者 取締役会長　吉村　章太郎

資本金 373 億 44 百万円

事業内容 産業ガス、エレクトロニクス、プラント・
エンジニアリング、医療・安定同位体（SI）、
LP ガス、その他の事業：家庭用品
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数々の経営改革・企業再生を果たした大久保恒夫氏が講演
－流通システム開発センター情報交換会 2017 を開催－

　当センターは 12 月 7 日、東京・
港区の明治記念館において特別講演
と懇親会で構成する「流通システム
開発センター情報交換会 2017」を
開催し、様々な団体・企業から 300
名近くの方々が参加された。
　まず当センター会長の林　洋和が
主催者挨拶を行った後に特別講演と
して、㈱リテイルサイエンス　代表
取締役会長の大久保恒夫氏に「IT
革命と小売業の経営改革」をテーマ
にご講演いただいた。

　大久保氏のご講演の概要は以下の
通りである。

IT 革命で流通革命がおこる

　今年、セブン & アイ・フードシ
ステムズの代表取締役社長を退任
し、1990 年に私が作ったリテイル
サイエンスに復帰した。ここでは経
営改革のコンサルティングと連動し
て情報システムの開発の二本柱でや
ってきたが、情報システムが相当変
わってきたことを実感した。IT 革
命で流通構造が大きく変わるまでの
状況に来ている。
　AI（人工知能）は効果がある。コ
ンピュータが賢くなってきて、今ま
で人間ではボリュームが多く、複雑

で考えられなかったことを AI が分
析したり、それに対して提案したり
という時代になりつつある。小売業
はあまり費用を掛けられないが、対
応して行かなければならないと思っ
ている。個店別に売れる物が違うと
いうことがわかってくる。AI を難
しく考えずに、今使えるものから使
えば良いといった程度の認識で取り
組むと良いと思う。AI はとても身
近なものであり、今後さらに進化し
ていくので早く取り組んで、どんど
ん使いこなしていくべきである。
　ビッグデータに関していうと、
EC では全てのデータが取れる。ど
のような顧客がネットの中で何をし
たのか、どうやって支払ったのか全
て わ か る。 小 売 業 店 舗 に は 当 然
POS データがあり、顧客の購買デ
ータもあり、画像データもある。ど
こにどういう商品が並んでいたのか
がわかる。仕入や在庫も既存のデー
タがあり、これからはビッグデータ
は店舗でも取れるようになってくる
ので、これを活用する時代になるだ

ろう。
　それから物流が変わる。2020 年
頃から無人で車が走ると思う。無人
配送車の実験も始まっているので、
これが実現すると大幅に物流コスト
が下がる。顧客にとっては買いに行
くよりも自宅に配送してもらう方が
早い。あるいは通勤帰りに駅から家
に帰る間に受け取る、無人の配送車
が宅配ロッカーなどに届けるといっ
た「自動化」が実現する。

流通構造の歴史的変化

　かつてはメーカーが流通の中心で
あった。商品開発し、マスメディア
でプロモーションを行う、そうする
と NB 商品が売れるという構図であ
る。そのような時代から今日では小
売業の影響度が高い時代になった。
チームマーチャンダイジングで商品
開発を行い、PB 比率がどんどん上
がっていった。このような流れにな
るとオリジナル商品を持つことが不
可欠となる。これからの小売業は商
品開発力の勝負になり、これに勝っ

リテイルサイエンス・大久保氏

講演会場風景
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たところがネット上でも勝ってネッ
トでのシェアが高くなっていく。
　店舗で NB のディスカウント合戦
している小売業はネットでは苦しい。
　リアルの店舗の構成比が下がって
いくことが時代の流れとして起こっ
ていくと思うが、ネットと店舗は両
方あった方が良い。やはり消費者に
は「一度着てみたい」とか、「接客
を受けて話をきいて確認してから買
いたい」というニーズは当然ある。
　現在はとにかく顧客中心である。
顧客データをどれだけ把握している
のか、それに対してどのような商品
を作れるのか、どうやって物流でき
るのか、このような改革が進んで流
通構造が変化してくる。これに打ち
勝った人がどんどん伸びていく。
　第四次産業革命と言われている
が、これによって効率化は起こると
思う。データがかなり情報共有され
るので、製造過多、製造過小が起こ
りにくい構造になっていき、製配販
が情報共有する時代になる。顧客は
既にモノは持っているが何を求めて
いるのかはわからない。何か新しい
モノや「良いモノ」、こだわったモ
ノ、「高くても買ってみようか」と
思わせるモノ、食べ物ならば美味し
いモノ、こういったモノを掘り起こ
していくことが重要になっていく。
それに小売と卸とメーカーとが力を
合わせて取り組んで、顧客のために
融合していく。顧客ニーズを掘り起
こさないといけない。

AI 流通革命による3つの革命
と1つの不変

　これまでの話をまとめると次のよ
うになる。①小売業が顧客の立場に
立ったマーケティング業となる、②
小売業がオムニチャネル化した流通
構造のリーダーとなり、価値創造業
となる、③小売業の店舗は価値を創
造する場であり、価値提供の拠点と

なる、④小売業が人間産業であるこ
とは変わらない。
　ネットはかなり強いが、小売業店
舗には頑張って欲しい。顧客にとっ
ては色々なところで色々な買い方が
出来るので店舗が残ることもプラス
であろうと思う。社会貢献として流
通構造全体の効率化を実現したいと
思っているので、ネット、店舗それ
ぞれに頑張って欲しい。顧客のニー
ズをどれだけ満足につなげるのかと
いうことである。流通構造は大きく
変わるのでぜひ皆様と力を合わせ
て、より良い流通構造の改革を進め
ていきたいと思っている。

●ドラッグストア業界の情報シス
テム化の牽引役へ感謝状贈呈

　懇親会では当センター専務理事の
上野裕の挨拶のあと、流通システム
化貢献者表彰を行った。本年は長年
にわたってドラッグストア業界の情
報システム化の推進にご尽力貢献さ
れている㈱マツモトキヨシホールデ
ィングス取締役副社長　兼　㈱マツ
モトキヨシ代表取締役会長の成田一
夫氏に林会長から感謝状と記念品を
贈呈した。

　表彰理由は以下の通り。
　・成田一夫（㈱マツモトキヨシホ
ールディングス取締役副社長　兼　
㈱マツモトキヨシ代表取締役会長）

　流通システム開発センターが流通
経済研究所と共に事務局を務める
製・配・販連携協議会において、
2010 年の発足当初より発起企業の
立場から運営委員として戦略会議に
参画され、ワーキング・グループ・
メンバー、リーダー企業としてご協
力を頂いている。
　また、当センターが進める各種の
標準化活動に関しても、その重要性
を認識され、流通コード委員会はじ
め各種委員会に、永年にわたって委
員を派遣していただくなど、ご尽力
を頂いている。
　特に流通 BMS に関しては流通
BMS 協議会にもご理解・ご協力を
頂き、ドラッグストア業界におい
て、いち早く流通 BMS 標準の採用
に踏み切るなど、積極的に取り組ん
で頂いている。
　次に来賓の経済産業省　商務情報
政策局　商務・サービスグループ　
消費・流通政策課　課長の林　揚哲
氏から、ご祝辞と乾杯のご発声を頂
いた。

　懇親会は終始、和やかな雰囲気の
中で行われ、当センター常務理事の
濱野径雄が中締めの挨拶を行い、盛
況のうちに終了した。

（広報室）

㈱マツモトキヨシ・成田会長（右）

経済産業省・林課長
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　流通 BMS 協議会は 11 月下旬か
ら 12 月中旬にかけて、札幌を皮切
り に 新 潟、 仙 台、 福 岡 で「 流 通
BMS セ ミ ナ ー 2017 Connect ×
Innovation Day　加 速 す る 流 通
BMS 対応の波」を開催した。
　公衆回線網から IP 網への移行が
2022 年 1 月から予定されており、
JCA 手順、全銀手順、全銀 TCP/IP
手順の速度遅延が発生する可能性が
高く、出荷業務などのへの影響が懸
念される。一方、軽減税率が導入さ
れた際に必要な複数税率への対応も
迫られる。IT 企業が対応できるパ
ワーも限りがあるため、駆け込み対
応が多くなると間に合わない可能性
もある。そのため、適切なタイミン
グで流通 BMS へ移行していく必要

がある。
　流通 BMS の対応企業数も着実に
増えているものの、既存手順が多く
利用されており、拡大のスピードは
まだまだ遅い。
　そのため、最新の情報をお伝えし
つつ、スムーズな流通 BMS への移
行を促すための場として、各地でセ
ミナーを開催した。

　以下に、セミナーの要旨を記載す
る。

●固定電話のIP網への移行後のサ
ービス及び移行スケジュールにつ
いて

東日本電信電話（株）山内　健雅氏
西日本電信電話（株）山下　健司氏

　IP 網移行については 7 年前に発
表しており、現在では総務省で審議
会を開催しスムーズに移行をするた
めの検討を行っている。IP 網への
切替えは固定電話が使われなくなっ
たことや、設備である交換機が維持
できないことなどの理由から進めて
いる。メタルケーブルは維持しつつ
交換機を切替え、IP に変換してサ
ー ビ ス を 提 供 す る た め、 音 声 や
FAX は今のまま利用できるが、EDI
などでは遅延が発生する。さらに
IP 網で提供できない ISDN などのサ
ービスは終了する。
　スケジュールとしては、NTT 以
外の他事業者とは 2021 年 1 月から
順次 IP 網に切替えていく。INS ネ
ットディジタル返信モードは 2024
年 1 月に使えなくなる。NTT 以外
の他事業者経由の通信は 2024 年 1
月よりも前に IP 網に切り替わる可
能性があり、このタイミングで遅延
が発生するため注意が必要である。
INS ネットディジタル通信モードの
補完策も用意しているが 2027 年を
目途とした限定的な提供であり、IP
に変換して IP 網を通るため通信時
間が長くなり EDI での遅延も発生
する。
　使われていない回線を見直しコス
トダウンにつながった事象もあるた
め、早めに確認し IP 網を利用した
方法に移行していただきたい。TA
や DSU に接続されている機器構成
や請求書に INS 通信料という記載
があるかどうかで ISDN を利用して
いるか確認できる。
　EDI では複数の相手先とのやり取
りをしているため、時間はあまりな
いと考えている。多くの企業に早め
に知っていただき、スムーズな移行
に向けて協力をお願いしたい。

流通 BMS セミナー 2017 Connect×Innovation Day
札幌、新潟、仙台、福岡

－IP 網移行や軽減税率への対応とさらなる効率化に向けた動きについて紹介－

流通BMSセミナー2017　プログラム

流通 BMSミニ入門講座

流通 BMS 協議会事務局　（一財）流通システム開発センター

固定電話の IP 網への移行後のサービス及び移行スケジュールについて

東日本電信電話（株）　【札幌・仙台・新潟】
ビジネス開発本部　第一部門　ネットワークサービス担当課長 山内 健雅 氏

西日本電信電話（株）　【福岡】
営業推進部　サービス推進部門　ネットワークサービス担当課長 山下 健司 氏

流通 BMSにおける軽減税率対策補助金の活用

独立行政法人中小企業基盤整備機構
経営支援部　消費税軽減税率対策費補助金統括室

参事 前田 和彦 氏
副参事 清水 敬広 氏

流通 BMSの最新動向

流通 BMS 協議会事務局　（一財）流通システム開発センター

花王グループにおける流通 BMS普及推進活動

花王グループカスタマーマーケティング（株）　
カスタマートレードセンター　流通システムコラボ G マネジャー 川口 和海 氏

流通 BMSのメリットとさらなる効率化へ

イオンアイビス（株）　
IT ソリューション開発本部　本部長 小林 謙太郎 氏
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●流通BMSにおける軽減税率対
策補助金の活用

独立行政法人中小企業基盤整備機構
前田　和彦氏 / 清水　敬広氏

　予定では、2019 年 10 月から消
費税が 10％に引き上げられる。同
時に軽減税率制度が実施されるが、
軽減税率制度への対応については補
助金制度があるため活用いただきた
い。
　飲食料品を取り扱う小売業や卸売
業、製造業は複数税率や区分経理に
対応するため、複数税率対応レジの
導入、受発注システムの改修などの
設備更新が必要となる。それを支援
するために国が用意したのが、軽減
税率対策補助金である。対象は中小
の食品卸売業や小売業向けではある
が、大手企業の取引先には中小企業
も多いため、取引に支障が出ないよ
うに、多くの取引先に伝え活用いた
だくよう促していただきたい。期限
は 2019 年 9 月 30 日までとなる。
補助金は中小企業が受発注システム
を改修する場合に適用でき、IT 企
業への外注費や人件費、パッケージ
費用などが対象となる。経費の 3
分の 2 が補助され、上限は発注シ
ステムで 1000 万、受発注システム
で 150 万、両方では 1000 万とな
る。流通 BMS の導入で利用された
事例もあり、申請は増えている。是
非活用いただきたい。

●花王グループにおける流通
BMS普及推進活動

花王グループカスタマーマーケティ
ング（株）川口　和海氏

　業務課題の 1 つが「流通 BMS の
早期導入推進」である。流通 BMS
の導入が加速しているのは間違いな
い。しかし、今年は 100 社程の流
通 BMS 対応数を目標にしていたが
達していない。そのため、本当に間

に合うのかを心配している。直近で
は軽減税率制度を控え、その対応に
1 年かかったとして、2021 年 1 月
までの 2 年程度で全てを対応しな
ければいけない。相対で調整する
EDI は予定通り進まないことも多
く、早くやらないと間に合わなくな
る。
　そのような中でも標準を守ること
は大切だ。流通 BMS の最大の目的
は、流通インフラ標準化によるコス
ト削減であり、ガイドラインを守る
ことが大前提である。企業間の最適
化から流通業界の全体最適へ進めて
いきたい。
　そのためには IT 企業の標準に対
する意識も重要である。
　花王としては伝票レスで 30 万枚
の伝票を削減し、効率化に繋げてい
る。小売業におけるさらなる効率化
への取組みも積極的に提案していき
たい。
　情報志向型卸売業研究会（卸研）
で流通 BMS に対するチェンジリク
エスト（変更要求）を検討し、出荷
梱包メッセージの出荷開始型と返品
受領メッセージの卸・メーカー開始
型が承認された。
　今後は、金融 EDI への取組みも
進めていく。
　流通 BMS は日本の進化には必要
不可欠なものである。さらなる普及
推進に取り組んでいきたい。

●流通BMSのメリットとさらな
る効率化へ

イオンアイビス（株）
小林　謙太郎　氏

　現在は流通 BMS のおかげで伝票
がほとんどなくなった。2013 年 6
月には全取引先 3500 社の対応が完
了し、旧システムは停止した。
　商品マスタをキーとして、流通
BMS の発注、出荷、受領、請求、
支払など 9 メッセージを利用し、さ
らに物流、会計などのシステムを 4

社の ASP ベンダーを中心にデータ
連携を行っている。導入後、通信速
度の短縮は勿論、月間 90 万枚発行
していた伝票も全てデータ化された。
　今後は金融連携の取組みによる効
率化を進めていきたい。既に 2014
年に販売条件・リベートなどの入金
の自動消込に関する実証を行い、効
果を確認している。消込の突合せ時
間を削減でき、現場が非常に楽にな
ることが確認され、一通り評価が完
了した。2018 年 12 月には金融側
のシステムが整うため、今年から来
年にかけて本稼働に向けた活動を行
う。具体的には、効率化につながる
データ項目の標準化や金融側との接
続検証などである。
　金融機関とのデータ連携により、
事務作業の効率化をさらに進め、流
通の高度化を流通システム開発セン
ターとともに検討していく。
　それにより流通業全体のさらなる
効率化を目指したい。

　2018 年には「流通 BMS セミナ
ー 2018」を 2 月 13 日（火）に東
京（会場：明治記念館）で、2 月
21 日（水）に大阪（会場：第二吉
本ビルディング）で開催する。

流通 BMS セミナー
2018
セミナー申込み
流通 BMS 協議会
ホームページ

http://www.dsri.jp/ryutsu-bms/
event/2018/seminar.html

（流通BMS協議会）

流通BMSセミナー2017　福岡会場の様子
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　現在、経済産業省の強力な後押し
もあり、流通業界においては電子タ
グに注目が高まっている。
　国際的には GS1 の傘下で電子タ
グの標準化と普及が行われており、
我が国では GS1 の窓口である流通
システム開発センターが、国際標準
の電子タグ普及の役割を担っている。
　当センターでは電子タグの研究業
務と並び、電子タグや GS1 EPC/
RFID 標準について、基本的な内容
を紹介する講座として「電子タグ

（EPC/RFID）入門講座」を実施し
ている。本講座は東京と大阪で開催
しており、初心者向けに電子タグの
特徴や標準仕様、活用事例について
動画を交えた解説とデモンストレー
ションを行っている。また大阪の講
座ではデモンストレーションにの際
に、最新の RFID 技術を利用した各
製品の紹介を行っている。

●入門講座の概要

　電子タグ（EPC/RFID）入門講座
では、「電子タグとは」、「電子タグ
の活用シーンと導入事例」、「電子タ
グシステムの導入に向けて」、「GS1 
EPC/RFID 標準の紹介」の解説をし
ている。ここにその内容の一部をご
紹介する。
電子タグとは
　電子タグが自動認識技術の一つで
ある。自動認識の技術とは人が書い
たり手入力することなしに、色々な
情報を正確に効率的にパソコンに入
力したりするために使われる。
　電子タグは無線を使って情報をや
りとりする自動認識技術を使ったも
ので、その技術全体を RFID と呼ん
でいる。IC タグ、無線タグ、RF タ
グもほとんど同じ意味合いで使われ
ている。

　電子タグは次のような特徴を持つ。
スピーディで効率的な読み取り：
・無線を使って通信するため、離れ

たところから読み取りが可能であ
る（非接触）

・リーダーと電子タグの間に遮蔽物
（金属を除く）があっても読み取
りが可能である（被覆可能）

・1 つ 1 つにユニークな識別番号が
付いていることで二度読みの心配
もなく、短時間で大量の読み取り
が可能である
さまざまな形状に加工が可能：
・ラベル型やカード型、ボタン型な

どさまざまな形状に加工できる。
・光学的に読み取るバーコードに比

べ、表面の汚れに強い等の耐久性
があり、さらに屋外など使用する
環境の特性に応じて、長期間の使
用や耐衝撃性を持たせる（堅牢加
工）ことが可能である
用途に合わせた情報の書き込み：
・識別番号のみが書き込めるものか

ら、関連するさまざまな情報を書
き込める大容量のものまで、さま
ざまなバリエーションのメモリを
持つ

電子タグには標準コード“EPC”を
　電子タグはバーコードと違い、離
れたところから複数のタグを読むこ
とができる。これは逆に読みたくな
いタグでも近くにあれば読めてしま
うことになる。
　特に電子タグが広く流通する場
合、独自のコードを使うと、誰がど
こで電子タグを読むかわからないと
いう状態になる。
　例えば、物流センターにさまざま
な独自コードの入った電子タグが集
り、それが重複している場合、物流
センターでは電子タグを活用した業
務が困難になる。

　これを避けるために、特に電子タ
グでは標準仕様の利用が必要であ
り、またコードについても「標準の
識別コード」の利用を推奨してい
る。これは、独自仕様のものよりも
入手しやすい、企業間の連携やデー
タ共有がスムーズに効率よく進めら
れるという点からである。
　EPC は GS1 標準の識別コードを
ベースにしており、コードが重複す
ることはない。
　EPC のコード体系は公開されて
いるので、電子タグから読み取った
EPC から、その商品が何であるか
も判断ができる。
　GS1 EPC/RFID 標準仕様の活用
メリットには次のようなものがある。
入手性・価格面：
・電子タグやリーダー機器の入手性

がよい
・標準化により価格が低廉する
企業間連携：
・企業間、業種間でのスムーズな連

携
・サプライチェーン全体での活用
データ交換・共有：
・様々な場所で読み取られたデータ

の活用
・データ交換・データ共有の効率化
　このような背景から、当センター
では、国際標準である GS1 EPC/
RFID 標準の利用を推進している。

電子タグ（EPC/RFID）入門講座
－大阪講座では最新機器のデモを体験－

電子タグ入門講座の様子
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●最新機器のデモンストレーション

　大阪の講座では「RFID ソリュー
ションセンター」（大阪・ミカサ商事）
で最新の RFID 技術を利用した各製
品の紹介を中心に、EPR ／基幹業
務システムと一括検品・入庫・出庫・
検品・棚卸などの機能とのアプリケ
ーション連携、RFID 技術を利用し
た個品探索機能など、最新の自動認
識技術を用いたソリューションが体
験できるデモンストレーションを行
っている。
　2017 年 11 月 15 日開催の電子タ
グ入門講座では以下の 3 つのデモ
ンストレーションを実施した。

① RFID ゲートシステムによるデモ
体験

ラックごとゲートで一括読み取り

＜主な特徴＞
　RFID を活用し商品がゲートを通
過した時に RF タグの情報を瞬時に
読み取り（入庫・出庫・検品、ピッ
キングなど一括読み取りが可能）、

履歴情報が収集できる。
＜利用シーン＞
・商品の入出庫履歴
・RFID 棚卸業務との販売管理シス

テム連携
＜協力＞
　EPC/RFID トレーサビリティシス
テム：㈱大和コンピューター
　RFID ゲートアンテナ：マスプロ
電工㈱

② RFID ポータブルスキャナと堅牢
型大画面ハンディターミナルと連
携した読み取りデモ実演

利便性の高いハンディターミナル

＜主な特徴＞
　業務用ハンディターミナル最先端
の OS を搭載（Android 6.0）。
　コードレスによる高い利便性を備
えたポータブルRFタグスキャナで、
特定小電力、約 2.5m の長距離読み
取りを行う。Bluetooth でスマート
フォンやタブレットと連携が可能。
＜利用シーン＞
・倉庫の入出庫管理の自動化など

・倉庫、店舗など RFID 棚卸業務
＜協力＞
リーダー機器：㈱デンソーウェーブ

③ RF タグの移動を検知するソリュ
ーション

装置全体（上）と天井部にセットされた
RFIDリーダー/アンテナ（下）

＜主な特徴＞
　天井近くに設置された RFID リー
ダーとアンテナが一体となった装置
より、近隣にある RF タグの情報を
瞬時かつ広範囲に読み取る。方向や
位置について指向性を持ったビーム
で高速切り替えて読み取る。
＜利用シーン＞
・店舗などマーケティングに活用
・物流倉庫など入出庫ゲートアンテ

ナに活用
＜協力＞
xArray Gateway：Impinj

　電子タグの利用や導入はじめ、電
子タグにご関心のある方は、ぜひ本
講座をご活用ください。
　開催日程とお申し込みは当センタ
ーホームページをご覧ください。
http://www.dsri.jp/seminar_book/
seminar/epc_seminar.html

（広報室）

RFID ソリューションセンターの各コーナーとその内容

RFID ゲートシステムのデモ

・入庫・出庫・検品など一括読み取り

・商品の入出庫履歴

・RFID 棚卸し業務との販売管理システム連携

RFID ソリューションのデモ

・商品の所在管理、探索システム

・RFID ハンディ端末の棚卸業務、照合

・RF タグ移動を検知するソリューション

RFID 製品の紹介

・RFID 固定リーダー、RFID アンテナ

・RFID タグなど

・電波ゴーストリード対策
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Q-1：�電子タグ（RFID）とは何で
すか？

A-1：�電子タグはバーコード等と
同様の自動認識技術の一つ
であり、商品コードなどの
情報を人が手入力すること
なく効率的かつ正確にコン
ピュータに情報を取り込む
ためのものです。
　電波を使って通信を行う
技術を利用しており、RFID

（ R a d i o  F r e q u e n c y 
Identification） と も 呼 ば れ
ます。（図表 1 参照）

Q-2：�電子タグの特徴を教えてく
ださい。

A-2：�電波が届く範囲にある複数
の電子タグを、一括して高
速で読み取ることができま
す。バーコードの場合、同
じ商品であれば通常全く同
じバーコードが付けられま
すが、電子タグは同じ商品
でも個々に識別することが
でき、個数を瞬時に把握で
きます。（Q-6 参照）
　また、電波は遮蔽物 * を通
り抜ける性質があります。
例えば、段ボール箱の中の
電子タグを箱の外から読み
取ることができます。（* 金
属や水を除く）

Q-3：�電子タグはどのような業務
に活用できますか。

A-3：�棚卸や検品など、多数の商
品を数える、商品の特定を
行うなどの業務の効率化に
役立ちます。また、電子タ
グを利用することで作業履
歴やデータの自動取得が可
能になります。
　取得したデータは EPCIS

（詳細は Q-9 参照）などを利
用して複数の企業間で共有
し、活用することもできます。

Q-4：�電波が届く範囲であれば、
電子タグを確実に読み取る
ことができますか？

A-4：�金属や水が近くにあるなど
読み取る際の環境によって
読み取り性能が変化するこ
とがあります。電子タグの
性質を理解した上で、効果
的に活用するための運用方
法の検討が必要です。

Q-5：�EPC（イーピーシー）とは
何ですか？

A-5：�JAN コ ー ド に 代 表 さ れ る
GS1 標準の識別コードを電
子タグで扱え
るようにした
GS1 識 別 コ
ードの総称で
す。世界 110
か国以上が加
盟 す る GS1
が定めたグロ
ーバル標準で
すので、国内
に限らず、輸
出入など海外
との取引にお

いても重複のない、ユニー
クなコードとして利用でき
ます。
　EPC には、商品の識別に
利用する SGTIN や繰り返し
使う物流資材などの資産に
利用する GRAI など、様々な
用途に合わせた識別コード
があります。（図表 2 参照）

Q-6：�EPCの特徴を教えてください。
A-6：�複数の電子タグを一括して

読み込むためには、一つ一
つの電子タグが個別の番号

（シリアル番号）を持ってい
る必要があります。
　例えば、JAN コードは商
品の SKU 単位に番号付けを
しますが、電子タグで利用
する EPC では JAN コードに
シリアル番号を付加し、一
つ一つの個品に番号付けを
行います。これにより、個
品単位での識別が可能にな
ります。（図表 3 参照）

Q-7：�なぜ、EPCが必要なのですか？
A-7：�EPC はグローバル標準の識

別コードで、世界中の企業

電子タグ（EPC/RFID）に関する
Q&A

図表2　主なEPCとGS1識別コード

図表1　電子タグの特徴：非接触、一括読取
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が使用できる電子タグの共
通言語です。EPC を用いる
ことで様々な企業が関わる
サプライチェーンを効率的
に運用することができます。
　また、A-4 で述べたとおり、
EPC には用途に応じた様々
な識別コードがあります。
グローバル標準のコードを
使うことで企業をまたいだ
システムの運用が可能にな
るとともに、「商品のタグに
書 き 込 ま れ た コ ー ド

（SGTIN）だけ」「カゴ台車

のタグに書き込まれたコー
ド（GRAI）だけ」というよ
うに、必要なコードだけに
絞ったデータ活用も可能に
なります。

Q-8：�EPC の利用には費用がかか
りますか。

A-8：�すでに GS1 事業者コードの
貸与を受けている方は、現在
お持ちの事業者コードを利用
して EPC を設定できます。
追加の登録手続きは不要です。

Q-9：�EPCIS 標準とは何ですか。
A-9：�サプライチェーン上の商品の

動きを見えやすくする（可視
化する）ことを目的として以
下を規定する GS1 標準です。
①�可視化データのフォーマット
②�可視化データを取得・共

有するインタフェース
　可視化データとは、サプ
ライチェーンの中でどの商品

（what）がどこ（where）に
あるのか、いつ（when）そ
のビジネスプロセスが実行さ
れたのか、サプライチェーン
上の各地点で何が起きたのか

（why）を示すデータです。
　EPCIS標準を利用すれば、
各取引先に合わせて個別に
データのフォーマットを変
えることなく、各関係者が
共通して理解できるデータ
共有が可能になります。

（アパレル・T&L グループ　木村）

図表3　JANコード (GTIN)と SGTINの比較
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流通業における情報システム化に関わる各種キーワード（GS1 標準、EPC、EDI など）を中心として、最新のシス
テム技術、システム化事例、業界動向、国際動向などの情報を共有し、流通業界全体のシステム化、標準化を推
進することを目的とします。

開催日 イベント名 主なテーマ・講演

 7 月  5 日 EPCセミナー
・アパレル、小売り業界の動向・活用事例
・EPC/RFID の基礎・最新事例
・TIPP（商品に付けられた電子タグのパフォーマンス評価）
・トレーサビリティ、サステナビリティ、CSR（企業の社会的責任）等

 7 月 31 日 第一回定例セミナー
電子タグ (EPC/RFID) の世界的な動き
～GS1�Connect と RFID�Journal�Live! から～
アパレルサプライチェーン _物流領域におけるＩＣタグ活用実験報告
RFID を起点としたサプライチェーンにおける情報技術の活用

11 月 10 日 第二回定例セミナー
GS1標準によるモノの特定と移動の可視化
病院実質運用におけるトレーサビリティーの在り方とGS1の役割
GS1標準規格に準拠したバーコードの活用に必要な技術の普及への期待

11 月 19 日 見学会 広島日酸株式会社

 1 月 31 日 第三回定例セミナー サプライチェーン最適化の取り組み
物流現場における自動化の現状　等

3 月中旬 第四回定例セミナー EDI 特集

2017 年度イベント実績・予定

流通業における情報システム化に関わる各種キーワード（GS1 標準、EPC、EDI など）を中心として、最新のシス
テム技術、システム化事例、業界動向、国際動向などの情報を共有し、流通業界全体のシステム化、標準化を推
進することを目的とします。
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テム技術、システム化事例、業界動向、国際動向などの情報を共有し、流通業界全体のシステム化、標準化を推
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テム技術、システム化事例、業界動向、国際動向などの情報を共有し、流通業界全体のシステム化、標準化を推
進することを目的とします。
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